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【目的】 

近年になってスマートフォンの普及は著しく

広まっている。それと同時に、スマートフォン

のアプリケーションの数も非常に豊富になって

いる調査結果が残った。特にヘルス&フィットネ

スカテゴリに属するアプリケーションの数は、

半年で急上昇するほどである。しかし、アメリ

カの Lorienら(2011)の調査によれば、禁煙のア

プリケーションには本当に効果を期待できる要

素がないという結果になった。これは身体活動

を促進するがアプリケーションでも同じことが

言える可能性は十分にありえる。 

スマートフォンのカテゴリ、ヘルス&フィット

ネスに属する健康アプリケーションの分析を行

い、いかにしてユーザーの身体活動増進に貢献

するかの調査・分析を行う。 

 

【方法】 

研究対象は iTunes Store と Android Market

それぞれのヘルス＆フィットネスカテゴリ内の

有料・無料ランキングトップ 50 に掲載されてい

たアプリケーションを調査・分析をおこなった。

ランキングに記載された全てのアプリケーショ

ンが、身体活動に関わるものだとは限らない。

そこで、アプリケーションの HP、iTunesソフト

ウェア内にある説明文、参考画像、そして実際

にダウンロードを行いその中で、身体活動、運

動、フィットネス、シェイプアップというキー

ワードをもったアプリケーションを本論文にお

ける調査対象とした。そして、身体活動の方法

を分析するにあたって、4種類のステージに分け

た。1)運動・運動を行う前に機能するアプリケ

ーション、2)身体活動・運動を行っている時に

機能が発揮するアプリケーション、3)身体活

動・運動を行った後に機能するアプリケーショ

ン、4)複数の機能を持っていて、2つ以上の機能

を機能することができるアプリケーション、そ

して、最後の複数の機能を持っているアプリケ

ーションを更に身体活動・運動を行う前に機能

するアプリケーション、身体活動・運動を行っ

ている時に機能を発揮するアプリケーション、

身体活動・運動を行った後に機能するアプリケ

ーションの 3つに分けた。 

 

【結果】 

2011 年 9 月 15 日のランキングでは、iTunes 

Store 無料アプリケーションは 13 個、iTunes 

Store 有料アプリケーションは 21 個、Android 

Market 無料アプリケーションは全部で 13 個、

Android Market有料アプリケーション同じく 13

個、身体活動に関係するものが残った結果とな

った。そして、身体活動前に機能するアプリケ

ーションは 1 個、身体活動中に機能するアプリ

ケーションは 11個、身体活動後に機能するアプ

リケーションは 5 個、複数機能を持ち合わせた

アプリケーション内で、身体活動前に機能する

アプリケーションは 2 個、身体活動中に機能す

るアプリケーションは 36個、身体活動後に機能

するアプリケーションは 4個の結果となった。 

 

【考察】 

本調査の強みとしては、身体活動におけるス

マートフォンアプリケーションの質的研究があ

まりない、事例の少ない点である。 

身体活動を促進するアプリケーションを分析

した結果、身体活動に関係するアプリケーショ

ンは運動中に機能が発揮をするアプリケーショ

ンがほとんどであった。身体活動中に該当する

アプリケーションは、歩数計、ランニング、筋

肉トレーニングをサポートするものであった。

ランキング上位にランクインするものは、複数

機能を持ち合わせたものが多く、特に運動中に

発揮するアプリケーションでは、実際に運動を

おこなう「ワークアウト」とそれを記録する機

能がセットであった。ジョギングや散歩、ラン

ニングを行う上で、自分の歩いた・走った距離

が記録されて、可視化されることに喜びや達成

感がわきやすい・わかりやすい可能性が高い。

これらは、行動療法におけるセルフモニタリン

グの効果があてはまるのではないかと考える。

また、アプリケーションはスマートフォンの機

能をいかしており、Social Network Systemとの

連携が多く見ることができた。これらの機能を

活かすことで、健康と端末、利用者、それを支

える人達の関係が変わっていく可能性が十分に

考えられるものである。 

本調査における課題としては iOS、 Android

が日本で人気であり、他の OSは調査を行わなか

った。今後新しい端末増えていく中で、今まで

にはない機能を持ったアプリケーションが生ま

れてくる可能性が高い。

 


